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リン含有ＰＣＢ油前処理実証設備による実証試験の状況 

 
 

東京 PCB 処理事業所では、リン化合物含有 PCB 油を処理するため、現在、所内に実証

設備を設置し、実機設備内容の確定に向けて実証試験を進めている。今回は、この実証

試験の途中経過を報告するものである。 

 

１．これまでの経緯  

  1) 前処理方式及び処理の目標 

リン化合物含有 PCB 油は、苛性ソーダ水溶液を加えて加熱撹拌及び静置分離を行う

ことで、油中に含まれるリン成分を水溶液側に抽出することができる。これまで実験

室での試験・調査では、この加水分解法により油中からリン化合物の除去を図った。 

なお、処理においては、処理後の油相中リン濃度を 100mg/kg 以下にして水熱分解処

理すること、また廃アルカリ液は PCB 濃度を 5000mg/kg 以下にして無害化処理施設へ

搬出し処理することを目標に挙げた。 

  2) 実験室での試験結果 

    現物のリン化合物含有 PCB 油を使用して行った試験では、以下の結果が得られた。 

(1) 加水分解でのリン抽出率は、油相中のリン濃度は81～92mg/kgとなり、100mg/kg 以

下の目標を達成した。 

(2) 水相中の PCB 濃度は 2800mg/kg となり、低濃度 PCB 廃棄物(5000mg/kg 以下)とし

て無害化処理が可能であることを確認した。 

(3) 加水分解後の油相中のリン、水相中の PCB 濃度の低減が万一必要な場合の処理方

法を明らかにした。 

      油相中リン除去  ：  NaOH 水溶液による洗浄 

   水相中 PCB 除去  ：  抽出剤による洗浄 

 

２．実証試験の内容 

  1) 試験の趣旨 

実証試験は、実験室規模からのスケールアップの影響を調査すると共に、より効果

的かつ保管タンク内の液質変動に対応できる処理条件を調査し、実機設備設置に向け

た設計データを取得することを目的に行った。 

この実証試験は、これまでの実験室での調査結果に基づき、当事業所内の一階、廃

液タンク室及びその周辺に実験装置を設置し、試験は平成 29 年 12 月 21 日より開始

した。 

2) 実験での使用油 

実証試験で使用するリン化合物含有 PCB 油を保管事業者から譲り受け、先行調査を

行った。現地保管タンクからのサンプリング状況図を図－１に、油の性状分析結果と油

の外観を表－１、図－２に示す。 

なお、実証試験では、タンク高さ別に対象油の試験を行うこととし、図－１に示す

高位置(H)、中位置(M)、低位置(L)の三位置から試験油を採取した。試験は、リン濃度
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が一番高かった低位置油(L 油)を基本に置き行った。 

なお、低位置油(L 油)については、リン濃度が高いほか、無機質として鉄、銅、鉛、

亜鉛を多く含んでおり、またスラッジ分を多く含むため粘度が高く、高位置油(H 油)、

中位置油(M 油)とは物性がかなり異なっている。 

                                  

採取位置 実証試験使

用油  
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底部 + 3m M 
 

底部 + 2m - 

底部 + 1m L 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  3) 試験の手順 

今回の実証試験では、対象油のリン濃度が当初の想定より高くスラッジも多いことか

ら、これまでの実験室の結果とはやや異なる試験結果となった。このため、試験結果の

解析等、新たな検討を行う必要が生じた。 

      今回、実施してきた試験の内容・結果を時系列的に順を追って記述することとする。 

 

 

 

 

図－１ 現地保管タンクの概略図 

深さの異なる液面より

サンプリング 

リン濃度

2m 7m 

2015年
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・リン酸クレシルジフェニル

Cu

単位
2017年 実証試験

分析項目
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密度（15℃）

リン濃度

表－１ リン含有 PCB 油の性状 

図－２ 処理前 PCB 油 

油 H 液面 

油 L 液面 油 L  メッシュの閉塞 
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３．実証試験 1    

  1) 目的  

PCB 油の最適処理条件を見出すことを目的に行った。(Run 1～8) 

  2) 試験の内容  

    性状として最も処理難易度の高い油(L 油)における最適処理条件の解明を柱に、そ

れ以外の油(M、H 油)の処理性の確認を行った。 

    (1) 低位置油(L 油)、最適処理条件の検討(Run 1～5) 

実験室での調査で得られた最適処理条件を基本として Run 1 を設定し、さらに

NaOH 当量比(Run 2、3、5)・撹拌条件(Run 2、4、5)等の条件を変化させて行った。 

      (2) 追加処理の処理性検討(Run6) 

一段処理が目標達成できなかった場合の対応として想定していた二段処理の

処理性を確認するため、Run 6 の調査を行った。具体的には Run1 の処理済油を使

用して NaOH 水溶液(25%濃度)による洗浄の試験を行った。 

   (3) 1%濃度 PCB 油の処理性検討(Run7、8) 

           リン濃度が実験室調査とほぼ同じ値であるタンク中位置(Run7)及び高位置

(Run8)の PCB 油(M、H 油)を対象として、試験を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*2:リン濃度×希釈倍率、*3:反応時間 180 分後、 *5:Run2～5 の処理済油と混合したため参考値 

   3) 実証試験 1の結果 

     実証試験 1の結果を表－２に示す。 

      (1) 低位置油(L 油)、最適処理条件の検討(Run 1～5) 

いずれのケースでも加水分解に伴う油中リン濃度及び NaOH 水溶液中のリン濃度

は、90℃到達から 60 分程度でほぼ平衡状態に達しており、加水分解反応自体は有

効に作用していることが確認できた。静置分離後の油中リン濃度は、目標と挙げた

油中リン濃度 100 mg/kg より高い 160～210 mg/kg となったが、反応は安定した結

果であった。 

一方、水中の PCB 濃度については、1,700～4,100 mg/kg と目標値以下を達成した。 

 

Run 1 Run 2 Run 3 Run 4 Run 5 Run 6 Run 7 Run 8

種類 - 油L1 油L1 油L1 油L1+L2 油L2 油M 油H

固形物除去 ﾒｯｼｭ 60 70 70 70 70 70 70

リン濃度 mg/kg 20000 19000 18000 18000 24000 93 10000 10000

重量 kg 50 38 41 45 41 55 63 63

濃度 wt% 25 25 25 25 25 25 25 25

重量 kg 83 93 89 84 89 55 58 58

重量比 倍/油 1.7 2.4 2.2 1.9 2.2 1.0 0.9 0.9

設定 当量比 倍 6 8 7 6 7 - 6 6

実際 当量比 倍 5.4 8.3 7.8 6.7 5.8 694 5.9 5.9

反応温度 ℃ 90 90 90 90 90 90 90 90

撹拌翼 - フルゾーン フルゾーン フルゾーン フルゾーン フルゾーン フルゾーン フルゾーン フルゾーン

回転速度 rpm 117 160 117 160 160 117 117 117

反応時間 hr 3 6 5 5 5 3 3 3

静置温度 ℃ 90 80 90 90 90 90 90 90

静置分離後 mg/kg 160 180 170 170 210 210
※3

77
※5 79

希釈前換算
※2 mg/kg - - - - - - - -

Run 1

油＋界面

NaOH

水溶液

処理

条件

実証試験

リン 約1%処理前リン濃度 約2%

処理済油

リン濃度

処理前

PCB油

表－２ 実証試験 1の条件及び結果 
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含む) 

始  
) 

タンク高さの

反応と静置分

度も目標を達

すべく確認

下の課題を

縁油を添加し

の条件を確立

での試験を

る。 

（ラボに対

（実証試験

済油排出と

ラボ試験で試

度油)について

り、目標と

結果を整備

置分離後の油

性から 100mg

中リン濃度(延

g/kg 程度と

考える。 

絶縁油添加

る。 

ボ試験及び、

更となる見込

４のようにな

ン化合物含有

28

設計 

備 

6 

の高位置（Ｈ

分離により、

達成すること

認事項が残っ

を解明の上、

し密度を調整

立する。 

行うことで

して 100 倍

に対して 50

アルカリ液

試験を行い、

ては、実証試

している 10

予定の実機

油中リン濃度

g/kg と試算

延べ平均)は

となる場合に

加設備を備え

追加の実証

込みである。

なるものと考

有 PCB 油処理

8 29

Ｈ）、中位置

、処理済油

とを確認した

っているため

実機設備整

整することが

で、設備化に

倍） 

0 倍） 

液排出（無害

、その結果を

試験結果では

00mg/kg を超

機設備へ反映

度は、過去に

算してきたが

は 130 mg/kg

においても、

えるものの、

証試験を行う

詳細の内容

考えている。

理概略スケジ

年
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置（Ｍ）、低位

中のリン濃

た。 

め、引き続き

整備に向けて

が有効である

に際してのス

害化処理認定

を実機設備

は静置分離後

超過した。こ

映することと

に報告した

が、実際の水

g 程度となる

実運転での

添加量は最

う必要が生じ

容は現在検討

 

ュール (変更

   度 
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位置（Ｌ）の

濃度が目標を

きラボ試験及

て全力で取り

ると確認され

スケールアッ

定施設への払

の設計に反

後の油中リン

このため、今

とする。 

とおり、PCB

水熱設備の運

る。また、処

の圧力上昇を

最小限にした

じたことから

討中であるが

更) 
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の三位置

を達成し、

及び実証

り組んで

れた。今

ップの影

払出）の

反映する。 

ン濃度が

今後上記

B を供給

運転・停

処理毎の

を監視す

た運用を

ら、事業

が、概略
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